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過去の反実仮定の帰結節における大過去形
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0．はじめに
過去の反実仮定の帰結節には，（01 a）のように過去前未来形を用いるのが
ほとんどだが（01 b）のように半過去形を用いることもあれば，（01 c）のよう
に大過去形を用いることもある（1）。
（01）a. Si Panisse avait coupé à cœur, César aurait gagné.
（Riegel et al. 1994, 311）
b. Si Panisse avait coupé à cœur, César gagnait.
c. Si Panisse avait coupé à cœur, César avait gagné.
（Riegel et al. 1994, 311）
（01 a）と（01 bc）のあいだには帰結の事態が「不確定」か「確定」かとい
うモダリティ面の対立，（01 b）と（01 c）のあいだには事行が「非完了」か
「完了」かというアスペクト面の対立があるようだ。朝倉（2002）にも，この
ような半過去形と大過去形の使用について「条・過の代わりに現実の法である
直説法を用いることにより，事行の実現が確実であったことが強調される」，
「条件に支配される主節で，事行の完了の確実性を強調」と記されている。な
お，本稿の「完了」という用語は，事行が過程の開始から終了まで実現した状
態にあることを表す。また，曽我（2015 a）に倣い，完了以外の未完了，総括
的，反復などの様々なアスペクトをまとめて「非完了」という用語で表す。
帰結節が過去前未来形の例を半過去形・大過去形に置き換えた場合，半過去
形の容認度は高くなる場合が多いが，大過去形の容認度は低くなる場合が多
い。（02）はその一例である。
４７
（02）a. S’il y avait eu un baccalauréat au mois de juin, je l’aurais raté.
（Anne Wiazemsky, Jeune fille, 30）
b. S’il y avait eu un baccalauréat au mois de juin, je le ratais.
c.? S’il y avait eu un baccalauréat au mois de juin, je l’avais raté.
本稿では，過去の反実仮定の帰結節における大過去形の使用条件を過去前未
来形・半過去形のそれと対比しつつ明らかにすることをめざす。過去の反実仮
定の帰結は非過去（現在・未来）の事態のこともあるが，本稿では考察対象を
過去の事態に限る。
以下では，1章と 2章で過去前未来形と半過去形の帰結節における働きを検
討し，3章で大過去形の帰結節における使用条件を明らかにする。
1．帰結節における過去前未来形の働き
この章では，はじめに過去前未来形の帰結節の発話例をいくつか紹介し，次
に過去前未来形の時制的な働きとモーダルな働きを踏まえて帰結節における働
きを明らかにする。
1.1. 過去前未来形の帰結節
過去の反実仮定の帰結節に過去前未来形を用いる発話例としては次のような
ものがある。
（03）si j’avais travaillé davantage, j’aurais déjà terminé mon livre.
（M. Arrivé et al. 1986, 485）
（04）（失くした手帳を拾ったという電話が l’inconnu から il にかかってきた
後で）
Si l’inconnu n’avait pas téléphoné, il aurait oublié pour toujours la perte de
ce carnet. Il tentait de se souvenir des noms qui y figuraient. La semaine
précédente, il voulait même le reconstituer et sur une feuille blanche, il
avait commencé à dresser une liste.
４８ 過去の反実仮定の帰結節における大過去形
（Patrick Modiano, Pour que tu ne te perdes pas dans le quartier, 13）
（05）Pour en revenir à toi, tu es mignonne, tu as l’attrait des fruits verts, mais si
tu ne m’avais pas voulu avec autant de détermination, je n’aurais rien fait
pour t’avoir, rien!（Anne Wiazemsky, Jeune fille, 109）
（03）－（05）の帰結節は，それぞれ対応する条件節の事態があった場合に起
こったと推測される事態を表している。また，（03）は「既に本を書き終えて
いただろうに」と事行が完了状態にあることを表しているのでアスペクトは完
了であるのに対し，（04）－（05）は，「忘れただろう」と「何もしなかったこと
だろう」と事行が生起することを表しているので，事行のアスペクトは非完了
である。
1.2. 過去前未来形を帰結節に用いるしくみ
1.1. にあげた発話例の過去前未来形は，過去の反実の事態の帰結になると推
測される事態（不確定な事態）を表している。では，そのような事態を帰結節
において表す働きはどこから来るのだろうか。はじめに過去前未来形の時制的
な働きを確認し，それを踏まえて過去前未来形が帰結節において反実というモ
ダリティを表すしくみを明らかにする。
最初に，時制的な働きについてであるが，過去前未来形は過去のある時点か
ら未来を展望し，その展望した未来のある時点までに完了した事行を表す。こ
の働きから，過去前未来形は二つの用法をもつ。一つは過去未来のある時点に
おいて完了状態である事行を表す完了用法であり，もう一つは過去未来のある
時点よりも前の事行を表す先行用法である。後者については，曽我（2015 a,
200）に次のような記述が見られる。
過去未来のある時点より前の出来事（行為は非完了）を表すときも，過
去前未来形を用いることがある（先行用法）。たとえば，Je savais que,
quand elle arriverait à la faculté vers midi, le cours se serait terminé un quart
d’heure plus tôt. の話し手は，「彼女の大学到着時点」より前の出来事を前
未来（sic）で表している。
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また，過去前未来形は過去未来における事行を表し，その事行は不確定であ
る。ゆえに，過去の反実仮定の帰結節においても，不確定な事行を表すのだと
考えられる。
次に，反実というモダリティを表すしくみについては，過去前未来形だけで
なく過去時制全般（2）について言えることだが，過去時制で表す事態は現在とは
多かれ少なかれ時間的距離があり，現在とは断絶した事態を表している。この
「時間的距離」がモダリティ面では現実との距離になり，過去時制で表す事態
は現実と断絶した事態すなわち蓋然性の低いまたは反実の事態を表すのだと考
えられる。
それでは，これらのことを踏まえて過去前未来形が過去の反実を表すしくみ
について考えよう。非過去の反実仮定であれば，帰結の事態に過去未来形・過
去前未来形が用いられる。次の例では，それぞれの帰結の事態は（06）では現
在の反実を表し，（07）では未来の反実（3）で事行は完了状態である。
（06）Si j’étais roi（mais cela n’est pas）, je ferais des heureux.
（M. Grevisse 1969, 190）
（07）Si Adolphe était là au moins, nous aurions fini la journée ensemble.「せめ
て A がいてくれたら，一日いっしょに過ごせたのに」
（朝倉 2002, 493）
しかしながら，過去の反実仮定で帰結の事態が過去の事態であればアスペク
トの区別に関わりなく過去前未来形を用いる。（03）では事行は完了で，（08）
では非完了（4）である。
（03）si j’avais travaillé davantage, j’aurais déjà terminé mon livre.
（M. Arrivé et al. 1986, 485）
（08）Si j’avais su ce que vous vouliez, je vous aurais aidé.
あなたの望みを知っていたら，手伝ってあげましたのに。
（朝倉 2002, 493）
（06），（07）と（03），（08）から過去前未来形には非過去の反実と過去の反
実を表す二つの働きがあることがわかる。過去前未来形が非過去の反実におい
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て完了状態を表すのは時制的な働きにおいて事行が過去未来における完了状態
を表すことに由来すると言える。一方，過去前未来形が過去の反実を表すの
は，過去未来のある時点よりも前の事行を表す先行用法をもつことに由来す
る。すなわち，現在からの時間的距離がもっとも大きい時制であることが，モ
ダリティ面において現実からもっとも遠い過去の反実を表すことにつながって
いるのである。
また，アスペクトについて述べておくと，過去の反実仮定の帰結節には 1.1.
の（03）－（05）の帰結節から明らかなように完了であれ非完了であれ，過去前
未来形に限られる。したがって，過去の反実というモダリティ表示のみにな
り，過去前未来形それ自体は完了と非完了のどちらであるかを明示しないので
ある。（03）と（04），（05）のアスペクトの違いは，（03）では déjà という完
了を表す副詞があること，（04）では知らない人から電話がかかってこなかっ
たら「忘れる」こと，（05）ではもとめてこなかったら「しない」ことを述べ
ており，それぞれ副詞や表す内容が完了と非完了のどちらであるかを暗に表し
ているところから来るのだといえる。
以上のことをまとめると過去前未来形の帰結節の働きは次のようになる。
（09）過去前未来形は，過去の反実の事態の帰結になると，推測される事態
（不確定な事態）を表す。この不確定性は過去前未来形が過去のある
時点において不確定な事行を表すことに由来する。また，過去前未来
形それ自体は完了と非完了のどちらであるかを明示せず，過去の反実
というモダリティ表示のみになる。
2．帰結節における半過去形の働き
この章では，はじめに半過去形の帰結節の発話例をいくつか紹介し，次に半
過去形の時制的な働きとモーダルな働きを踏まえて帰結節における働きを明ら
かにする。
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2.1. 半過去形の帰結節
過去の反実仮定の帰結節に半過去形を用いる発話例としては次のようなもの
がある。
（10）Si l’inconnu n’avait pas téléphoné, il oubliait pour toujours la perte de ce
carnet.
（11）Le taureau avait acculé Félicité contre une claire­voie ; sa bave lui rejaillis­
sait à la figure, une seconde de plus il l’éventrait.
（Gustave Flaubert, Trois Contes, 31）
（12）（映画の撮影中，François が Anne を打つシーンがあり，その打つ力が
あまりにも強かったので，Ghislain Cloquet が激怒して）
­ Ces pratiques sadiques n’ont rien à voir avec le cinéma, Monsieur, dit­il
en articulant soigneusement chaque mot de façon à se faire entendre de
tous. Un peu plus et cette brute lui dévissait la tête!
（Anne Wiazemsky, Jeune fille, 153）
（10）－（12）の帰結の事態は，それぞれ対応する条件節の事態があった場合
に，確実に起こったはずの事態として表されている。また，（11）と（12）で
は，事態の切迫性も伝わる。Félicité または Anne が危機一髪の状態にあった
という事態の切迫性であるが，このような表現効果が得られるしくみについて
は次節で論じる。
2.2. 半過去形を帰結節に用いるしくみ
2.1. にあげた発話例から，半過去形は帰結の事態の生起が確定的であること
を表す働きをしていることがわかる。また，発話例によっては切迫性という効
果を表す例もあった（5）。では，なぜ半過去形を用いると確定的な事態として表
すことができるのだろうか。また，なぜ切迫性という表現効果が得られるのだ
ろうか。この働きを明らかにするために，まず半過去形の時制的な働きを確認
したい。
半過去形を発話者が用いるのは，一般に，なにかのきっかけで過去のある場
５２ 過去の反実仮定の帰結節における大過去形
面を想起してそこにいる気持ちになってそこにある事態（事行のアスペクトは
非完了）を表すときである。すなわち，半過去形で表すのは，現実に起こった
事態，確定的な事態である。半過去形で表す「そこにある事態」の中には，曽
我（2015 a, 189）が指摘するように，過去のある出来事をきっかけに思い描
く，「直後に起こり，その出来事に深くかかわる事態」も含まれる。次がその
例である。
（13）Ma femme s’est changée vers sept heures ; les invités arrivaient.
（曽我 2015 a, 189）
では，このような働きを踏まえて，帰結節に半過去形を用いると伝わる確定
性と切迫性について考えよう。発話者は，条件節の事態のある場面にいる気持
ちになって，そこにおいて確実に起こる事態を帰結として思い描くことがあ
る。そのような事態を帰結節において表すときに半過去形を用いるのは自然な
ことである。
切迫性という表現効果であるが，これには文脈（条件の事態に帰結の事態が
緊密につながるという流れ）と半過去形の特性によって説明できる。上に述べ
たように，発話者が半過去形で表す事態の中には過去のある出来事をきっかけ
に思い描く，「直後に起こり，その出来事に深くかかわる事態」も含まれる。
（11）と（12）の場合，先行文脈にはそれぞれ，「雄牛に襲われそうな場面」，
「François が Anne をあまりにも強い力で打った場面」における「もう一秒が
経過する」，「さらにもう少し強く打つ」という反実の事態がある。そのような
事態の直後に確実に起こる事態を帰結として表すために発話者が半過去形を用
いるのはごく自然なことである。（11），（12）の場合は，帰結の事態が命にか
かわる危機的なものであることも切迫性という表現効果を強めている。
以上のことをまとめると半過去形の帰結節における働きは次のようになる。
（14）半過去形は，過去の反実の事態の帰結になると，事態の生起が確定的
であることを表す。この確定性は，半過去形が過去において現実に起
こった確定的な事態（事行のアスペクトは非完了）を表すことに由来
する。また，（12）と（13）のように，発話例によっては切迫性を伴
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うものもあるが，これは半過去形が過去のある出来事に深くかかわる
直後の事態を表すという特性が関係している。
3．帰結節における大過去形の働き
この章では，はじめに大過去形の帰結節の発話例をいくつか紹介し，次に大
過去形の時制的な働きとモーダルな働きから帰結節における働きを明らかに
し，最後に大過去形の使用条件について検討する。
3.1. 大過去形の帰結節
過去の反実仮定の帰結節に大過去形を用いる発話例としては次のようなもの
がある。
（15）Si Panisse avait coupé à cœur, César avait gagné.（Riegel et al. 1994, 311）
（16）Si tu ne m’avais pas téléphoné à ce moment­là, moi, je m’étais déjà jeté
par la fenêtre.
（17）Sans votre intervention, je m’étais ruiné.
あなたのお力添えがなかったら，私は破産してしまいましたよ。
（Dauzat, A Grammaire raisonnée de la langue française in 朝倉 2002,
404）
（15）－（17）の場合，発話者は条件節の反実の事態の帰結として事行が完了
状態の事態を想定している。（17）については朝倉（2002）に「条件に支配さ
れる主節で，事行の完了の確実性を強調」と記されている。また，（16），（17）
では切迫性も伝わる。次の 3.2. ではこのような帰結節における大過去形の働
きを明らかにする。
3.2. 大過去形を帰結節に用いるしくみ
3.1. にあげた発話例の帰結節の大過去形は，帰結の事態が含む事行が完了状
態であることを表している。この大過去形の働きを明らかにするために，大過
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去形の時制的な働きを確認する。
大過去形を発話者が用いるのは，一般に，なにかのきっかけで過去のある場
面を想起してそこにいる気持ちになって，それまでに完了した事態を表すとき
である。すなわち，大過去形で表すのは，半過去形と同じく現実に起こった事
態，確定的な事態である。大過去形には，発話者がいる気持ちになっている過
去の場面において完了状態の事行を表す用法（完了用法）とその場面より前の
出来事を表す用法（先行用法）を認めることができる。（15）－（17）の帰結節
において，大過去形は事行が完了状態であることを表している（完了用法）。
帰結の事態の確定性というモダリティと切迫性という表現効果は，大過去形
が半過去形の複合形であるので，2.2. で論じた半過去形の場合と同じように説
明できると考えられる。
3.3. 帰結節に大過去形を用いる条件
「はじめに」に述べたように過去前未来形から大過去形に置き換えると容認
度は低くなる場合が多く，大過去形は半過去形・過去前未来形に比べて使用条
件が厳しいようである。次の発話例は，原文が過去前未来形だったものを大過
去形に置き換えた例である。
（18）? Si l’inconnu n’avait pas téléphoné, il avait oublié pour toujours la perte de
ce carnet.
（19）? Si tu ne m’avais pas voulu avec autant de détermination, je n’avais rien
fait pour t’avoir, rien!
（20）? Si j’avais su, j’y avais mieux aménagé la cage, j’y avais mis une
balançoire, une piscine miniature . . .
（21）? S’il y avait eu un baccalauréat au mois de juin, je l’avais raté.
この節では，（18）－（21）のような発話例の容認度の低い理由を明らかにす
ることによって，帰結節における大過去形の使用が厳しい理由を明らかにす
る。
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3.3.1. 確定的に捉えやすい事態か否か
（18）の例は帰結節の主語を il から je に置き換えると容認度が高くなるよ
うだ。
（22）Si l’inconnu n’avait pas téléphoné, j’avais oublié pour toujours la perte de
ce carnet.
帰結節の大過去形の容認度が 1人称主語の場合に高くなるのは，発話者にと
って事行を完了状態で捉えることが 3人称主語の場合に比べて容易であるため
だと考えられる。oublier という認識にかかわる事行，つまり人の内面で展開
する事行の完了状態（忘れてしまっている，覚えていない）を含む事態は，自
分自身のこととしてなら確定的な事態として捉えやすいが，他者のこととして
はそれがより難しいと考えられる。そのことが，1人称主語の（22）に比べて
3人称主語の（18）の容認度が低い理由だと言える（6）。
ここから，過去の反実仮定の帰結節に大過去形を用いて表す事態は，発話者
にとって事行が完了状態であることを捉えやすい事態でなければいけないと言
える。ここで，帰結節が 3人称主語なのに容認される（10）をもう一度見てみ
よう。
（10）Si l’inconnu n’avait pas téléphoné, il oubliait pour toujours la perte de ce
carnet.
帰結節の場合，すでに述べたように，半過去形は容認されることが多いが大
過去形は容認されることが少ない。それが何によるかを明らかにするには，発
話者が半過去形または大過去形を用いるのはどういうことを表すためであるか
考える必要がある。（11）のように帰結節において半過去形を用いるのは，事
行が生起する（確定的な事態が起こる）ことを表そうとするときである。すで
に述べたように，大過去形の使用は事行の完了状態を表そうとする意図からあ
るわけだが，事行によっては（たとえば，oublier の場合のように）完了状態
を思い描くことが容易でないことがある。これが，半過去形と大過去形のあい
だに容認度の差が認められる理由であると考えられる。
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3.3.2. 事行のアスペクトの問題
3.3.1. では発話者が確定的な事態として捉えやすいかどうかが大過去形の使
用に関係することを論じたが，次のような例ではどうだろうか。
（22）Si l’inconnu n’avait pas téléphoné, j’avais oublié pour toujours la perte de
ce carnet.
（19）?Si tu ne m’avais pas voulu avec autant de détermination, je n’avais rien fait
pour t’avoir, rien!
（20）?Si j’avais su, j’y avais mieux aménagé la cage, j’y avais mis une
balançoire, une piscine miniature . . .
（22）以外の発話例の容認度が低いのは，事行が完了状態の事態として表現
しようとする場面が考えにくいからだと言える。（22）では，「電話をしてこな
かったらずっと忘れたままだった」と忘れている状態（完了状態）を表してい
る。しかし，一方で，（19）では「もし君が僕をもとめてこなかったら，僕は
君に何もしなかったよ」と「する」か「しない」かが問題になっており，（20）
では「もし僕が知っていたら，籠をもっと居心地よくして，そこにブランコや
小さなプールを設置したのに」と「居心地よくする」ことと「設置する」こと
が問題になっており，いずれも完了状態ではなく，事行が生起することを表そ
うとしているのである。したがって大過去形を用いる理由はないと言える。
3.3.3. 条件節と帰結節の関係
次の（15）の gagner は事行の生起が問題になりそうであるのに大過去形の
容認度が高く，一方（21）の rater は完了状態として捉えることができそうで
あるのに容認度が低い。
（15）Si Panisse avait coupé à cœur, César avait gagné.（Riegel et al. 1994, 311）
（21）?S’il y avait eu un baccalauréat au mois de juin, je l’avais raté
（15）と（21）の容認度の違いの由来を明らかにするにあたっては，条件節
と帰結節の関係に注目したい。（15）の場合，帰結の事態は条件節の事態に直
結するものであり，その事行として完了状態のものを想定することも自然であ
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ると考えられる。しかし（21）の場合，帰結の事態は条件節の事態に直結する
ものではないので，その事行を完了状態のものとして想定することは難しい。
このように，帰結として事行が完了状態の事態を想定することが自然であるこ
とが大過去形の使用に結びついているのである。
このことは，先にあげた例にも当てはまる。（17）の場合は，“Sans votre in­
tervention”という状況の帰結として事行が完了状態の事態を想定することが
自然である。
（17）Sans votre intervention, je m’étais ruiné.
あなたのお力添えがなかったら，私は破産してしまいましたよ
（朝倉 2002, 404）
また，発話者は条件節で表した場面にいる気持ちになって，そこで確実に起
こったはずの事態として事行が完了状態の事態を表そうとするときは，帰結節
に大過去形を用いる。
（16）Si tu ne m’avais pas téléphoné à ce moment­là, moi, je m’étais déjà jeté
par la fenêtre.
4．おわりに
上では，過去の反実仮定の帰結節に過去前未来形・半過去形・大過去形のどれ
かを用いる発話例を分析した。そして，発話者は反実の事態のある場面から未
来方向を展望して帰結になると推測する事態を表すときに過去前未来形を用い
ることを明らかにした。また，反実の事態の帰結として確実に生起する事態を
表すときは事行が非完了であれば半過去形を，事行が完了状態であれば大過去
形をそれぞれ用いることも明らかにした。以上をまとめると表 1のようになる。
表 1
非完了 完了
不確実 過去前未来形 過去前未来形
確実 半過去形 大過去形
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また，過去前未来形から半過去形・大過去形に置き換える時に，半過去形の
容認度は高い場合が多いが，大過去形は容認度が低い場合が多い。これは 3章
で論じた大過去形の帰結節における働きが次のようなものであるからだと考え
られる。
（23）大過去形は，過去の反実の事態の帰結として事行が完了状態の事態で
あることが確実であることを表す。この確定性は，大過去形が過去の
ある場面において，現実に起こった事態（事行のアスペクトは完了）
であることに由来する。また，切迫性という表現効果は大過去形が半
過去形の複合形であることに起因する。
つまり，帰結の事態に大過去形を用いるのは，発話者が事行を完了状態のも
のとして思い描いているあるいは思い描けるときであり，これが大過去形の使
用条件であるといえる。
本論文では，帰結の事態が非過去の場合については扱わなかった。今後は，
それらも含めて，過去の反実仮定の帰結節における時制使用のしくみを明らか
にしていきたい。
注
⑴ 出典を示していない発話例はインフォーマント（1名）の協力を得て作成したも
のである。
⑵ ただし，語りにおいて現れる単純過去形と前過去形を除く。
⑶ 朝倉（2002, 493）で「未来完了の意味」としてあげられている。
⑷ 朝倉（2002, 493）では「過去の非現実の仮定」としてあげられているが，ここで
も「知っていた」ら「手伝う」という，条件節の事態が成立すると帰結の事態が
含む事行が成立することとして描いていると考えられるため，非完了扱いにす
る。
⑸ 渡邊（2014）では，切迫性のニュアンスを帯びるこのような半過去形のことを
「間一髪の半過去形」と名付けている。
⑹ インフォーマントによれば，発話者が条件節の世界に入り込んで，il の“oublier”
が完了状態にあるものとして捉えているつもりであれば，大過去形も容認されや
すくなるという。
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